
分類 l  ⑦ 画像等による手術支援 (6技術) 平成 22年度先進医療 医療機関の要件 (分類別比較)

1,実施責任医師の要件

1‐01診薇科 (医師)番

号

先 進 医 療技 術 名 称

適応症22年 3月 以前    1     新 技 術 名

整
形
外
科
関
係

2

膝靭帯再建手術における画像支援

ナビゲーション (前十字靱帯損傷又

は後十字靭帯損傷に係るものに限

る。)

膝靭帯再建手術における画像支援

ナビゲーション

前十字靭帯損傷又は後

十字靭帯損傷

二次元再構築画像による股関節疾

患の診断及び治療

二次元再構築画像による股関節疾

患の診断及び治療

高度の欠損又は変形を

有する股関節疾患

セメント固定人工股関節再置換術

におけるコンピュータ支援フルオ

ロナビゲーションを用いたセメン

ト除去術 (人工股関節のたるみに係

るものに限る。)

セメント固定人工股関節再置換術

におけるコンピュータ支援フルオ

ロナビゲーションを用いたセメン

ト除去術

人工股関節再置換術を

行うものに係るもの

実物大臓器立体モデルによる手術

支援 (骨盤、四肢骨又は関節に著し

い変形又は欠損を伴う疾患又は外

傷に係るものに限る。)

案物大臓器立体モデルによる手術

支援

骨盤、四肢骨又は関節

に著しい変形又は欠損

を伴う疾患又は外傷

そ
の
他

二次元形状解析による顔面の形態

的診断 (頭蓋、顔面又は頸部の変形

性疾患に係るものに限る。)

二次元形状解析による体表の形態

的診断

順蓋、顔面又は頸部の

変形性疾患

肝切除手術における画像支援ナビ

ゲーション (原発性月千がん、肝内胆

管がん、転移性肝がん又は生体肝移

植 ドナーに係るものに限る。)

肝切除手術における画像支援ナビ

ゲーション

肝がん、肝内胆管がん

又は生体肝移植 ドナー

である者に係るもの

先進医療新技術名称 (略 称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

関

係

膝靭帯再建手術における画像支援ナ ビゲ

ーシ ョン
整形外科 (変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診

断及び治療
整形外科 (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけ

るコンピュータ支援フルオロナビゲーシ

ヨンを用いたセメント除去術

整形外科 (変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 整形外科 (変更なし)

そ

の

他

二次元形状解析による体表の形態的診断

形成外科、脳神経外科、小児

外科、眼科、耳鼻いんこう科

又は歯科口腔外科

(変更なし)

肝切除手術における画像支援ナビゲーシ

ョ ン
外科 消化器外科

I‐02資格

番号 先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

関

係

膝靭帯再建手術における画像支援ナピゲ

ーション
整形外科専門医 (変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診

断及び治療
整形外科専門医 (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけ

るコンピュータ支援フルオロナビゲーシ

ョンを用いたセメント除去術

整形外科専門医 (変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 整形外科専門医 (変更なし)

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断

形成外科専門医、脳神経外科

専門医、小児外科専門医、眼

科専門医、耳鼻咽喉科専門医

又は口腔外科専門医

(変更なし)

60
肝切除手術における画像支援ナピゲーシ

ョ ン
消化器外科専門医 (変更なし)
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分類 l  ⑦ 画像等による手術支援 (6技術) 平成 22年度先進医療 医療機関の要件 (分類別比較)

1-03当 腋診療科の経験年数

'療

準番号 先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

関

係

膝靱帯再建手術における画像支援ナ ビゲ

ーション
5年以上

二次元再構築画像による股関節疾患の診

断及び治療
5年以上

セメン ト固定人工股関節再置換術におけ

るコンピュータ支援フルオロナビゲーシ

ョンを用いたセメント除去術

5年以上 (変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 6年以上 5年以上

そ

の
他

三次元形状解析による体表の形態的診断 4年以上 (変更なし)

肝切除手術における画像支援ナビゲー E

ョン′             .
10年以上 (変更なし)

I‐05当臓技術の経験症例数

野月 先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

関

係

2
膝靱帯再建手術における画像支援ナ ビゲ

ーション

助手又は術者 として 8例 以

上、うち術者として 3例以上
(変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診

断及び治療           ｀ 術者として5例以上 (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけ

るコンピュータ支援フルオロナビゲ‐シ

ョンを用いたセメント除去術

術者として 3例以上 (変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 術者として5例以上 (変更なし)

そ

の
ル
ｕ

二次元形状17析 による体表の形態的診断 術者として 5例以上 術者として3例以上

60
汗切除手術における画像支援ナビゲーシ

ョン
術者として1例以上 (変更なし)

:‐04当該技術の経験年数

先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

関

係

膝靭帯再建手術における画像支援ナビゲ

ーション
1年以上 (変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診

断及び治療
5年以上 1年以上

セメン ト固定人工股関節再置換術におけ

るコンピュータ支援フルオロナピゲーシ

ョンを用いたセメント除去術

1年以上 (変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 5年以上 1年以上

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断 1年以上 (変更なし)

肝切除手術における画像支援ナビゲーシ

ョ ン
1年以上 (変更なし)

:‐06その他 (医師)

番号 先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

関

係

膝靭帯再建手術における画像支援ナビゲ

ーション
(変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診

断及び治療
(変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけ

るコンピュータ支援フルオロナビゲーシ

ョンを用いたセメント除去術

(変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 (変更なし)

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断 (変更なし)

肝切除手術における画像支援ナビゲーシ

ョ ン
(変更なし)

2/6



平成 22年度先進医療 医療機関の要件 (分類別比較)分類 l  ⑦ 画像等による手術支援 (6技術)

=.医
療機関の要件

1‐01診療科 (医療機関)

先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

関

係

2
膝靱帯再建手術における画像支援ナビゲ

ーション
整形外科 整形外科及び麻酔科

二次元再構築画像による股関節疾患の診

断及び治療
整形外科及び麻酔科 (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけ

るコンピュータ支援フルオロナビゲーシ

ョンを用いたセメント除去術

整形外科及び麻酔科 (変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 整形外科
整形外科、麻酔科及

び放射線科

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断

形成外科、脳神経外科、小児

外科、眼科、耳鼻いんこう科

又は歯科口腔外科、及び麻酔

科

形成外科、脳神経外

科、小児外科、眼科、

耳鼻いんこう科又は

歯科口腔外科

肝切除手術における画像支援ナピゲーシ

ョ ン
外科及び麻酔科

消化器外科及び麻酔

科

Π‐03他診療科の医師数

諄号 先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

関

係

膝靭帯再建手術における画像支援ナビゲ

ーション
(変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診

断及び治療
(変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけ

るコンピュータ支援フルオロナビゲーシ

ョンを用いたセメント除去術

麻酔科医師 1名 以上 (削 除)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 (変更なし)

そ

の

他

二次元形状解析による体表の形態的診断 (変更なし)

肝切除手術における画像支援ナビゲーシ

ョ ン
麻酔科常動医師 1名 以上 (削 除)

I‐02実施診療科の医師数

先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

関

係

膝靭帯再建手術における画像支援ナビゲ

ーション
常勤医師2名以上 (変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診

断及び治療
常勤医師2名以上 _ (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけ

るコンピュータ支援フルオロナビゲーシ

ョンを用いたセメント除去術

常勤医師2名以上 (変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 常勤医師2名以上 (変更なし)

そ

の

他

二次元形状解析による体表の形態的診断
常勤の医師又は歯科医師 1名

以上
常勤医師 1名 以上

肝切除手術における画像支援ナビゲーシ

ョ ン
常勤医師2名以上 (変更なし)

I‐04その他医療従事者の配置

先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

関

係

2
膝靱帯再建手術における画像支援ナビゲ

ーション

臨床工学技± 1名 以上

二次元再構築画像による股関節疾患の診

断及び治療

臨床工学校± 1名 以上

セメント固定人工股関節再置換術におけ

るコンピュータ支援フルオロナビゲーシ

ョンを用いたセメント除去術

臨床工学技± 1名 以上 (変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 臨床工学技± 1名 以上

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断 (変更なし)

肝切除手術における画像支援ナビゲーシ

ョン
臨床工学技±1名以上 (変更なし)
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分類 l  ⑦ 画像等による手術支援 (6技術)
平成 22年度先進医療 医療機関の要件 (分類別比較)

Π-08緊急手術の実施体制

Π‐05病床数

先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

関

係

膝靱帯再建手術における画像支援ナビゲーション 1床以上 (変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診断及び治療 (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけるコンピュー

タ支援フルオロナビゲーションを用いたセメント除去

術

200床以上 20床以上

実物大臓器立体モデルによる手術支援 20床以上 く変更なし)

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断 (変更なし)

肝切除手術における画像支援ナビゲーション 20床以上 (変更なし)

I‐07当 直体制

E彙 先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

膝靭帯再建手術における画像支援ナビゲーション 要 (変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診断及び治療 要 (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけるコンピュータ支援

フルオロナビゲーションを用いたセメント除去術
要 (変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 要 (変更なし)

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断 (変更なし)

lf切除手術における画像支援ナビゲーション 要 (変更なし)

1‐06看饉配置

先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

関

係

膝靭帯再建手術における画像支援ナビゲ

ーション
(変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診

断及び治療
(変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけ

るコンピュータ支援フルオロナビゲーシ

ョンを用いたセメント除去術

入院患者の数が 10又はその端

数を増すごとに1名 以上 (ただ

し、当該病棟において、一日に看

護を行う看護職員の数が前段に

規定する数に相当する数以上で

ある場合には、当該病棟における

夜勤を行う看護職員の数が、前段

の規定にかかわらず、二以上であ

ること。)

(削除)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 (変更なし)

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断 (変更なし)

肝切除手術における画像支援ナビゲーE

ョ ン

入院患者の数が 10又 はその端
数を増すごとに1名 以上 (た だ
し、当該病棟において、一日に看
護を行う看護職員の数が前段に
規定する数に相当する数以上で
ある場合には、当該病棟における
夜勤を行う看護職員の数が、前段
の規定にかかわらず、二以上であ
ること。)

(削除)

先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

膝靭帯再建手術における画像支援ナビゲーシヨン 要 (変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診断及び治療 要 (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけるコンピュータ支援

フルオロナビゲーションを用いたセメント除去術
要 (変更なし)

実物大機器立体モデルによる手術支援 要 (変更なし)

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断 (変更なし)

肝切除手術における画像支援ナピゲーション 要 (変更なし)

I‐09院内検査 (24時間実施体制)

,環 r・ 番月 先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

関

係

膝靭帯再建手術における画像支援ナビゲーション 要 (変更なし)

二次元再構築画像による般関節疾患の診断及び治療 要 (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけるコンピュータ支援

フルオロナビゲーションを用いたセメント除去術
要 (変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 要 (変更なし)

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断 (変更なし)

肝切除手術における画像支援ナビゲーシヨン 要 (変更なし)



分類 l  ⑦ 画像等による手術支援 (6技術) 平成 22年度先進医療 医療機関の要件 (分類別比較)

コ‐10他の医療機関との連携体制

全感

`

先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

膝靭帯再建手術における画像支援ナピゲーシヨン (変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診断及び治療 (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけるコンピュータ支援

フルオロナビゲーションを用いたセメント除去術
(変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 (変更なし)

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断 (変更なし)

肝切除手術における画像支援ナビゲーション (変更なし)

Π‐13医療安全管理委員会の設置

先進医療新技術名称 (略称、以下同) :2年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

2 膝靭帯再建手術における画像支援ナビゲーション 要 (変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診断及び治療 要 (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけるコンピュータ支援

フルオロナビゲーションを用いたセメント除去術
要 (変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 要 (変更なし)

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断 (変更なし)

肝切除手術における画像支援ナビゲーション 要 (変更なし)

Π‐11医療機器の保守管理体制

先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

膝靱帯再建手術における画像支援ナビゲーシヨン 要 (変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診断及び治療 要 (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけるコンピュータ支援

フルオロナビゲーションを用いたセメント除去術
要 (変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 要 (変更なし)

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断 要 (変更なし)

肝切除手術における画像支援ナビゲーション 要 (変更なし)

肛‐14当該技術の実施症例数

先進医療新技術名称 (略 称、以下同) ι2年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

2 膝靭帯再建手術における画像支援ナビゲ‐ション 5例以上 (変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診断及び治療 5例以上 (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけるコンピュータ支援

フルオロナビゲーションを用いたセメント除去術
3例以上 (変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 5例以上 (変更なし)

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断 5例以上 3例以上

肝切除手術における画像支援ナビゲーション 5例以上

Π‐12倫理委員会による審査体制

0療千 先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

膝靭帯再建手術における画像支援ナピゲーション (変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診断及び治療 (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけるコンピュータ支援

フルオロナビゲーションを用いたセメント除去術
(変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 (変更なし)

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断 (変更なし)

肝切除手術における画像支援ナビゲーション (変更なし)

Π‐15その他 (医療機関)

先進医療新技術名称 (略称、以下同) 曖年3月 以前 22年 4月 以降

整

形

外

科

2 膝靭帯再建手術における画像支援ナビゲーション (変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診断及び治療 (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけるコンピュータ支援

フルオロナビゲーションを用いたセメント除芸術
(変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 (変更なし)

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断 (変更なし)

lT切除手術における画像支援ナビゲーション (変更なし)
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分類 l  ⑦ 画像等による手術支援  (6技術)

Ⅱ=その他の要件

Ⅲ‐01頻回の実績報告

平成 22年度先進医療 医療機関の要件 (分類別比較)

,籠 1 先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 2年 4月 以脳

整

形

外

科

膝靱帯再建手術における画像支援ナビゲーション
20症例まで又は 6月

間は、1月 毎の報告
(削 除)

二次元再構築画像による股関節疾患の診断及び治療 (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけるコンピュータ

支援フルオロナビゲーションを用いたセメント除去術
(変更なし)

実物大臓器立体モデルによる手術支援 (変更なし)

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断 (変更なし)

肝切除手術における画像支援ナピゲーション (変更なし)

皿‐02その他

番号 先進医療新技術名称 (略称、以下同) 22年 3月 以前 2年 4月 以臓

整

形

外

科

関

係

2 膝靭帯再建手術における画像支援ナピゲーション (変更なし)

二次元再構築画像による股関節疾患の診断及び治療 (変更なし)

セメント固定人工股関節再置換術におけるコンピュータ

支援フルオロナビゲ‐ションを用いたセメント除去術
(変更なし)

実物大機器立体モデルによる手術支援 (変更なし)

そ

の
他

二次元形状解析による体表の形態的診断 (変更なし)

肝切除手術における画像支援ナビゲーション (変更なし)
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